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開催日 (開催場所) シンポジウムタイ トル
第17回 2005.10.1(木質ホール) Understanding basic plant functions and their
application
第18回 2005.10.5(木質ホール) 木の文化と科学Ⅱ-歴史的建造物を探る-










第27回 2006.3.1 (木質ホール) 資源循環型木質材料の開発とその木構造-の応用





第32回 2006.3.15(木質ホール) 第 2回持続的生存圏創成のためのエネルギー循環シン
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開催日 (開催場所)- 主催者 (担当者) シンポジウムタイ トル _
2005.ll.23 北海道大学大学 第36回生存圏シンポジウム
(京都大学生存圏研究所) 院理 学研 究科(渡辺重十) ロケットによる中低緯度超高層大気風速の観測と科学
2006.1.23 北海道大学大学 第37回生存圏シンポジウム





(京都大学生存圏研究所) 地球環境研究所 赤道域 中間圏 .熱圏 .電離圏結合に関す る研究集会
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② バイオマスエネルギープロジェクト
持続的生存圏の確立のため､光合成による炭素固定化物である木質系バイオマスをエネルギーのみでな
く化学品や機能性材料に変換する生物化学的及び熱化学的変換プロセスを開発する共同研究を立案する｡
｢石油化学｣に替わり､バイオマスからエネルギーや有用物質を生産するため､異なる専門性をもった学
内外の研究者が結集して､環境負荷の少ない新規変換プロセスを確立する｡
③ 低環境負荷 ･資源循環型長寿命木造住宅プロジェクト
質的に豊で､真に健康的で､100年の耐久性を持ち､かつ耐震性能に優れた､21世紀に相応しい木造軸
組み構法住宅を目指して､｢自然素材活用型木造軸組構造住宅の開発｣､｢環境調和型木造住宅保守管理シス
テムの開発｣､｢解体廃材の選択的木炭化技術に関する研究開発｣､｢住宅の調湿能判定法の開発｣等の基盤
的技術の開発を行う｡
④ 地球大気情報の総合解析プロジェクト
ミッション1｢環境計測･地球再生｣の一環として,地球大気変動をモニターしそのメカニズムを解明す
るため,将来予測に足る精微な定点(地上)観測と衛星からのリモー トセンシングに代表されるグローバル
な観測データを総合的に収集したデータベースの構築を目指している.これらのデータは ｢生存圏データ
ベース｣の一つとして,全国共同利用に供する予定である.
⑤ 宇宙電磁環境衛星観測プロジェクト
宇宙空間における電磁環境の変化を衛星によるプラズマ波動観測 ･解析によって明らかにすることを目
的とする｡GEOTAILプラズマ波動観測では日米共同ミッションとして成功を収めており､更に､平成 16年
度から､水星ミッション(BepiColombo)に､本研究所が中心となり日欧で共同提案したプラズマ波動観測
が採択され､国内共同研究者とともに､宇宙電磁環境探査に関する日米欧の共同研究プロジェクトを大規
模に展開 ･発展させている｡
⑥ 生存圏植物材料フロンティアプロジェクト
人類の持続的生存に資する新しい植物材料の創成を目指し､国内外の研究者が参加して､形質転換植物
材料､セルロース系ナノファイバー複合材料､木質炭素材料など､植物材料開発のフロンティアに取り組
む｡ミッション4の関連事業として､プロジェクト型全国共同研究を推進する｡
⑦ 生存圏における木質の循環解析
インドネシアスマ トラ島における20万haのアカシア産業造林地をフィール ドとし､森林圏および大気
圏の炭素､水蒸気などの物質循環を精測して､物質フロー解析やライフサイクル評価による環境負荷影響
評価を行う｡これによって､大気圏 ･森林圏の圏間相互作用を明らかにし､地域の環境と木材の持続的生
産の維持およびそこから生まれる木質資源の利活用を図る｡
(国際プロジェクト研究)
国際プロジェクト研究については､各専門委員会が実施している国際共同研究 (赤道大気レー ダーEAR
等)に基づくもののほか､｢日本学術振興会拠点大学方式による学術交流に関係する国際共同研究｣､｢宇宙
空間シミュレー ション国際学校｣､｢インドネシアにおける赤道大気観測に関する啓蒙的国際活動｣､｢科学
衛星 GEOTAILプラズマ波動観測による国際共同研究｣､｢水星探査ミッションにおける欧州との国際共同研
究｣､｢赤道太平洋域における大気微量成分の国際共同観測｣､｢アカシアマンギウム林をフィール ド拠点と
した国際共同研究｣等々を推し進めている｡
また､国際学術協定(MOU)を取り交わしている研究機関との国際共同研究や､その他の多くの課題につい
て国際共同研究を行っている｡
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